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険
が
あ
る
た
め
自
宅
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が

必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
保
護
受
給
世

帯
も
あ
り
、
医
師
の
診
断
も
支
給
の
対
象

に
す
べ
き
だ
と
再
度
要
請
、
①
に
つ
い
て
、

今
夏
の
異
常
な
暑
さ
は
、
政
府
も
「
災
害
」

規
模
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設

置
は
、「
生
命
」
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、

従
来
の
「
生
活
用
品
」
と
次
元
が
異
な
っ

て
き
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
に
思
い
切

っ
た
支
援
を
と
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
区
で
エ
ア
コ
ン
設
置
の
た
め
、

壁
穴
、
専
用
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
工
事
費

が
多
額
に
な
っ
た
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。 

申
し
入
れ
に
は
、
岡
田
ゆ
き
子
、
山
口

清
明
、
青
木
と
も
こ
、
藤
井
ひ
ろ
き
各
名

古
屋
市
議
ら
と
、
た
け
だ
良
介
、
田
村
智

子
、
倉
林
明
子
各
参
院
議
員
の
秘
書
も
同

席
し
ま
し
た
。 

ら
冷
房
設
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
、
③
電
気
代

相
当
額
の
夏
季
加
算
の
創
設
、
④
生
活
困

窮
者
へ
の
融
資
制
度
の
改
善
の
４
項
目
で

す
。 

 

厚
労
省
は
、
①
に
つ
い
て
、「
支
給
対
象

は
４
月
１
日
以
降
の
新
規
受
給
者
に
限

る
」
と
回
答
。
た
だ
、「
多
く
の
団
体
な
ど

か
ら
３
月
以
前
の
世
帯
も
対
象
に
と
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
も
。
②
に
つ
い

て
は
、
「
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
、

③
に
つ
い
て
は
、「
２
０
１
４
年
の
調
査
で

夏
季
に
限
っ
て
光
熱
費
が
上
が
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
夏
季
加
算
は
検
討
し
て
い

な
い
」、
④
に
つ
い
て
は
、
よ
り
認
定
の
早

い
緊
急
小
口
資
金
貸
付
（
最
短
で
１
週
間

で
決
定
）
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
事
前
に
通
知
を
出
し
て
い
た
が
、
十
分

周
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
２
日
に
再
度
、

通
知
を
出
し
た
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し

た
。 

 

党
市
議
団
は
、
医
師
か
ら
熱
中
症
の
危

 

党
名
古
屋
市
議
団
は
３
日
、
酷
暑
の
も

と
、
生
活
保
護
世
帯
や
低
所
得
世
帯
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
支
援
を
求
め
る
緊
急
の
申

し
入
れ
を
厚
生
労
働
省
に
行
い
ま
し
た
。 

 

厚
労
省
は
６
月
27
日
に
、
生
活
保
護
世

帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
た
め
の
費
用
の

支
給
を
認
め
る
通
知
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ

の
内
容
が
市
町
村
に
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
象
も
今
年
４
月
以
降
の
受
給
開
始
世
帯

が
参
加
す
る
住
民
大
会
を
開
催
。
市

長
も
反
対
を
表
明
し
、
市
議
会
は
全

会
一
致
で
反
対
決
議
を
あ
げ
、
市
も

規
制
条
例
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

伊
豆
半
島
各
地
の
議
員
、
他
党
議
員

と
も
懇
談 

調
査
後
の
懇
談
に
は
20
人
が
参

加
。
党
伊
豆
地
区
の
沢
登
英
信
・
下

田
市
、
塚
平
育
世
・
函
南
町
、
山
田

直
志
・
東
伊
豆
町
、
小
林
和
子
・
河

津
町
の
各
議
員
、
伊
東
市
の
日
本
維

新
の
会
と
国
民
民
主
党
の
市
議
も
加

わ
り
ま
し
た
。
建
設
に
伴
う
被
害
へ

の
不
安
、
市
役
所
の
対
応
、
規
制
強

化
や
情
報
公
開
な
ど
国
へ
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

井
上
氏
は
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
は
必
要
で
す
が
、
環
境
保
全
と

住
民
合
意
が
前
提
で
す
。
規
制
強
化

や
情
報
公
開
な
ど
み
な
さ
ん
の
要
望

を
い
か
し
ま
す
」。
本
村
氏
は
「
環
境

破
壊
と
同
時
に
防
災
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
ご
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

光
パ
ネ
ル
12
万
枚
を
設
置
、
景
観
破

壊
や
土
砂
災
害
、
河
口
で
の
漁
業
被

害
な
ど
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

隣
で
は
す
で
に
パ
ネ
ル
１
万
枚
程
度

の
発
電
所
が
２
カ
所
稼
働
し
て
お
り

様
々
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

 

地
元
で
反
対
運
動
を
し
て
い
る
中

川
陽
三
郎
さ
ん
の
自
宅
は
、
建
設
予

定
地
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
し
か
離

れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
川
さ
ん
の
案
内

で
予
定
地
、
既
存
発
電
所
、
漁
港
な

ど
を
回
り
ま
し
た
。
既
存
発
電
所
は

む
き
出
し
の
地
面
に
パ
イ
プ
が
打
ち

込
ま
れ
、
斜
面
か
ら
土
砂
が
流
出
し

た
跡
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
河
口
の
八

幡
野
漁
港
で
は
、
い
と
う
漁
協
の
稲

葉
功
理
事
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
た
後
、
土
砂
で
港
内
が
茶

色
に
濁
っ
た
写
真
も
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
伊
勢
エ
ビ
漁
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

中
止
署
名
２
万
５
千
人 

条
例
制
定 

 

建
設
中
止
を
求
め
る
署
名
を
昨
年

２
団
体
が
２
万
５
千
人
分
集
め
、
知

事
に
提
出
。
今
年
２
月
に
４
０
０
人

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
、
本
村
伸

子
衆
院
議
員
、
島
津
幸
広
前
衆
院
議

員
は
３
日
、
静
岡
県
伊
東
市
で
平
賀

高
成
県
議
、
伊
東
市
の
重
岡
秀
子
、

佐
藤
龍
彦
両
市
議
、
大
庭
桃
子
函
南

町
議
と
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模

太
陽
光
発
電
所
）
建
設
計
画
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

 

計
画
は
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド

ー
ム
９
・
５
個
分
）
の
広
さ
に
太
陽

に
限
定
さ
れ
る
な

ど
不
十
分
で
す
。

さ
ら
に
、
生
活
保

護
を
利
用
し
て
い

な
い
低
所
得
世
帯

へ
の
支
援
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

申
し
入
れ
は
、

①
４
月
１
日
以
前

の
生
活
保
護
受
給

世
帯
も
対
象
と
す

る
こ
と
、
②
少
な

く
と
も
医
師
等
か

◆
９
、
10
日 

た
け
だ
良
介
参
院

議
員
、
島
津
幸
広
前
衆
院
議
員
が
、

三
重
・
伊
賀
市
の
太
陽
光
発
電
、
亀

山
市
の
風
力
発
電
を
調
査
。 

◆
10
日 

党
愛
知
県
委
員
会
が
、
学
校
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
急
ぐ
よ
う
、
文

部
科
学
省
に
要
請
行
動
。 


